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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

３
月
度
生
涯
研
修

日
時　

３
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

村
上
伸
也
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
周
病
で
失
わ
れ
た
骨
の
再
生
療
法

開
業
初
年
度
の
税
務

２
カ
月
以
内
に
青
色
申
告
の
届
出
を

税
理
士　

西
村　

博
史

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
大
阪
市
旭
区
高

殿
７
―
18
―
27
高
殿
ハ
イ
ム

１
Ｆ
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
関

目
高
殿
」
駅
徒
歩
４
分
）

【
条
件
等
】
チ
ェ
ア
ー
３

台
、デ
ン
タ
ル
、歯
科
器
具
一

式
、
48
坪
、
ト
イ
レ
２
カ
所

【
金　

額
】
敷
金
６
５
０
万

円
、
家
賃
30
万
円

【
連
絡
先
】
０
９
０
―
３
４

８
６
―
１
０
７
４
（
乾
よ
し

お
）

　

物
件
案
内
へ
の
掲
載
は
会

員
に
限
り
ま
す
。
掲
載
内
容

の
確
認
や
条
件
な
ど
の
交
渉

は
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま

す
。
掲
載
の
お
申
し
込
み
は

新
聞
部
（
℡
06
―
６
５
６
８

―
７
７
３
１
）
ま
で
。

　

開
業
初
年
度
は
、
診
療
報

酬
も
少
な
く
経
費
が
多
額
と

な
り
、
損
失
（
赤
字
）
と
な

る
申
告
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
赤
字
は
、
青
色
申
告
者
に

限
り
、
翌
年
以
後
３
年
分
の

黒
字
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
初
年
度

黒
字
で
あ
る
場
合
に
は
、
青

色
専
従
者
給
与
や
青
色
申
告

特
別
控
除
（
10
万
円
又
は
65

万
円
）
な
ど
の
青
色
申
告
の

制
度
を
利
用
で
き
る
。

　

青
色
申
告
の
申
請
書
は
、

開
業
か
ら
２
カ
月
以
内
か
開

業
年
の
３
月
15
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
ま
で
に
所
轄
税
務

学
校
防
衛
中
に
殉
難

　

阪
急
十
三
駅
か
ら
南
西
へ

行
く
と
大
阪
府
立
北
野
高
校

（
旧
北
野
中
学
）
が
あ
る
。

１
９
４
５
年
３
月
13
日
か
ら

14
日
未
明
に
か
け
て
の
大
空

襲
で
、
生
徒
の
罹
災
者
１
２

９
人
、
死
亡
１
人
に
及
ん

だ
。
こ
の
年
の
入
試
は
実
施

さ
れ
ず
志
願
者
３
９
３
人
全

員
を
入
学
さ
せ
た
。
授
業
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
生
徒

た
ち
は
軍
需
工
場
や
食
糧
増

産
に
動
員
さ
れ
た
。

　

６
月
15
日
の
空
襲
で
は
、

当
直
で
学
校
防
衛
中
の
２
年

生
、
中
島
要
昌
君
と
池
田
彰

宏
君
が
死
亡
、
今
木
伊
助
君

が
負
傷
し
た
。
こ
の
日
の
空

襲
で
命
を
奪
わ
れ
た
生
徒
は

こ
の
２
人
を
含
め
９
人
に
の

ぼ
っ
た
。
６
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
小
型
機
に
よ
る
爆
撃

が
続
き
、
そ
の
と
き
の
機
銃

掃
射
の
弾
痕
跡
が
校
舎
西
端

の
外
側
に
残
っ
た
。

　

教
職
員
・
同
窓
生
ら
の
保

存
要
望
に
よ
り
機
銃
掃
射
を

受
け
た
壁
面
が
「
メ
モ
リ
ア

ル
ウ
ォ
ー
ル
」
と
し
て
そ
の

ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
新

入
生
の
校
内
施
設
見
学
の
際

に
は
、
こ
の
壁
と
殉
難
之
碑

の
こ
と
も
必
ず
説
明
す
る
と

い
う
。
隣
接
す
る
大
阪
市
立

新
北
野
中
学
校
の
生
徒
も
毎

年
見
学
に
来
る
そ
う
だ
。

　

十
三
筋
の
北
側
に
博
愛
社

の
礼
拝
堂
が
あ
る
。
日
本
で

数
々
の
有
名
建
築
物
を
手
掛

け
た
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
手

掛
け
た
も
の
だ
。
博
愛
社

は
、
戦
後
の
混
乱
期
、
戦
災

孤
児
を
救
済
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
１
８
９
０
年

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
小
橋

勝
之
助
と
林
歌
子
が
現
在
の

相
生
市
に
児
童
保
護
施
設
を

開
設
。
そ
の
後
、
勝
之
助
亡

き
後
を
継
い
だ
弟
の
実
之
助

が
歌
子
と
共
に
現
在
の
地
に

博
愛
社
の
原
型
を
築
い
た
。

実
之
助
の
妻
カ
ツ
エ
は
「
大

阪
福
祉
活
動
の
お
母
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

 
（
つ
づ
く
）

る
。
忘
れ
ず
申
請
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

損
失
の
繰
越
控
除
は
、
開

業
初
年
度
の
申
告
書
を
期
限

内
に
提
出
す
る
事
が
要
件
で

あ
る
。
初
年
度
が
赤
字
で
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
期
限
後

申
告
と
な
ら
な
い
よ
う
に
十

分
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

し
て
償
却
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
将

来
黒
字
と
な
っ
た
時
点
で
任

意
の
金
額
を
経
費
に
計
上
す

る
事
が
可
能
で
あ
る
。

　

開
業
費
と
は
、
医
業
開
業

に
関
し
て
特
別
に
支
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
開
業
に
直
接
関
連
す
る

上
の
備
品
な
ど
の
資
産
は
開

業
費
で
は
な
く
減
価
償
却
資

産
と
な
り
、
耐
用
年
数
で
強

制
的
に
減
価
償
却
さ
れ
る
。

ま
た
、
歯
科
医
師
会
入
会
金

は
60
カ
月
か
け
て
均
等
に
償

却
す
る
の
で
任
意
の
金
額
を

必
要
経
費
と
す
る
事
は
で
き

な
い
。

引
き
し
、
こ
れ
を
従
業
員
に

代
わ
っ
て
税
務
署
に
納
付
す

る
義
務
が
あ
る
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、

月
末
締
め
切
り
の
翌
月
10
日

払
い
と
な
る
が
、
納
期
の
特

例
の
届
出
を
す
れ
ば
年
間
２

回
（
７
月
と
１
月
）
に
ま
と

め
て
納
付
す
る
こ
と
が
可
能

給
与
の
源
泉
徴
収

の
届
出

　

従
業
員
等
に
支
払
う
給
与

が
一
人
当
た
り
月
額
８
万
８

千
円
を
超
え
る
場
合
は
、
給

与
か
ら
源
泉
徴
収
税
額
を
天

研
修
費
、
調
査
費
、
図
書

費
、
交
際
費
、
交
通
費
等
が

該
当
す
る
。
後
日
の
調
査
に

備
え
る
た
め
、
開
業
と
の
関

連
性
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

記
録
す
る
な
ど
し
て
お
く
。

　

た
だ
し
、
１
個
10
万
円
以

開
業
費
の
計
上
を

忘
れ
な
い

　

開
業
ま
で
に
、
特
別
に
支

出
し
た
費
用
は
、
繰
延
資
産

と
し
て
資
産
計
上
し
、
こ
れ

を
５
年
以
内
に
任
意
に
取
崩

署
長
宛
に
提
出

す
る
。
こ
れ
を

怠
る
と
、
開
業

初
年
度
は
白
色

申
告
と
な
り
、

赤
字
の
繰
り
越

し
な
ど
は
認
め

ら
れ
な
く
な

で
あ
る
。

　

こ
の
特
例
は
、
届
出
書
提

出
の
翌
月
か
ら
効
力
が
生
じ

る
の
で
、
給
与
支
払
月
の
前

月
ま
で
に
届
出
す
る
と
良

い
。源

泉
徴
収
税
額
の

還
付
を
受
け
る

　

開
業
年
に
医
業
所
得
以
外

の
給
与
な
ど
の
所
得
が
あ
る

場
合
に
は
、
医
業
所
得
と
併

せ
て
申
告
す
る
。

　

医
業
が
赤
字
の
場
合
、
他

の
同
一
年
の
黒
字
の
所
得
と

通
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
給
与
に
つ
い
て
は
、
源

泉
徴
収
税
額
が
天
引
き
さ
れ

て
い
る
の
で
、
通
算
に
よ
り

こ
の
源
泉
税
額
や
開
業
初
年

度
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
源
泉
徴
収

税
額
が
還
付
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。 

戦
災
語
り
継
ぐ
北
野
高
校
弾
痕
壁

淀
川
区

28
個
の
弾
痕
が
あ
る
北
野
高
校
の
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ル
、
壁
面
に
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施

さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
（
上
）。
博
愛
社
の
創
設
に
か
か
わ
っ
た
４
人
の
像
（
下
）　
　
　

博愛社博愛社

淀川通淀川通

十三筋
十三筋

北野高校北野高校

神津神社神津神社

十三駅十三駅

淀
川
淀
川

淀川区淀川区

西淀川区西淀川区 北区北区

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑤機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

角
谷
安
規
子
氏
（
関
西
医
科
大
学
形
成
外
科
学
講
座

研
究
員
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
終
了
後
、
ラ
ン
チ
女
子
会
を
開
き
ま
す
（
参
加
費
無
料
）

歯
科
医
師
対
象 

医
療
人
の
た
め
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
講
座

日
時　

３
月
16
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

報
告
者　

寺
嶋
洋
幸
理
事
、
伊
津
進
弘
理
事
・
相
談
役

「
歯
周
病
と
糖
尿
病
」共
同
研
究
説
明
会（
協
力
医
募
集
）

大
阪
市
内
全
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

川
端
重
忠
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

細
菌
学
教
室
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

口
腔
領
域
の
微
生
物
感
染
症　

up-to-date

人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
も
ふ
く
め
て

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室

（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

宮
内
修
平
氏
（
北
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

90
人

審
美
歯
冠
補
綴
臨
床
と
支
台
歯
形
成
―
Ｍ
Ｉ
を
考
え
な
が
ら

三
島
地
区
総
会
・
記
念
文
化
講
演

日
時　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

 

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
第
２
会
議
室

（
各
線
高
槻
駅
か
ら
徒
歩
７
分
）

講
師　

上
田
秀
人
氏
（
八
尾
市
開
業
、
時
代
小
説
家
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

郷
土
の
武
将
を
通
じ
て
天
下
人
を
見
る

庭
で
守
っ
た
忠
魂
碑

　

阪
急
・
十
三
駅
の
東
口
か

ら
商
店
街
を
抜
け
る
と
左
に

神
津
神
社
が
あ
る
。
境
内
に

は
忠
魂
碑
が
あ
り
そ
の
横
の

め
、
北
浦
純
一
市
会
議
員
が

自
宅
に
持
ち
帰
り
庭
に
埋
め

て
破
壊
を
ま
ぬ
か
れ
た
と
い

う
。孤

児
救
済
の
博
愛
社

「
旧
神
津
村
忠
魂
碑
再
建
之

記
」
に
は
忠
魂
碑
の
経
緯
が

書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

　

１
９
２
１
年
、
旧
西
成
郡

神
津
村
役
場
（
現
在
の
神
津

小
学
校
の
横
）
に
建
て
ら
れ

た
後
、
村
が
大
阪
市
へ
編
入

さ
れ
る
際
、
十
三
公
園
に
移

転
。
敗
戦
後
、
占
領
軍
か
ら

公
共
地
に
あ
る
忠
魂
碑
を
撤

去
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
た


